













































































































































Nutrition support for various diseases as seen from the clinical nutrition standpoint
―Nutrition support along the life stages that lead to adult from birth―
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　国際糖尿病連合によると 2012 年の成人（20 ～ 79 歳）
における世界の糖尿病人口は 3 億 7100 万人とみられ、
糖尿病有病率は約 8.3％に上る。2030 年には約 5 億
5,200 万人、約 9.9％に達するとされている。日本の糖















































　外来通院中の糖尿病患者 9 名 ( 男性 1 名、女性 8 名、











































































ナー 2014 福岡」（平成 26 年 7 月 14 日、参加者 250 名）
においてスマート e-SMBG について、情報提供を行った。
　管理栄養士を対象に「スマートフォンアプリを活用し
た栄養指導研修会」を平成 27 年 2 月 25 日（参加者 16
名）、平成 27 年 6 月 23 日（参加者 31 名）の 2 度開催
し、実際の医療現場での活用や実用化に向けて各自にて
モニタリングを開始することにした。





　出生体重と母親の指標間との相関係数を求めると、出産直前体重（r=0.419,p ＜ 0.001）、妊娠前体重（r=0.371,p ＜
0.001）、身長（r=0.286,p ＜ 0.001）、出産前 BMI（r=0.277,p ＜ 0.001）、妊娠前 BMI（r=0.248,p ＜ 0.05）、妊娠期
間（r=0.167,p ＜ 0.05）の順に有意な正の相関を示した。出生体重と母親の指標との関係では、非妊娠時体重の上位群
（3252 ± 396g）と下位群（2863 ± 452g）では有意に下位群が低値を示した（p ＜ 0.001）。非妊娠時 BMI が 18.5
未満の推奨体重増加量である 9 ～ 12kg の範囲（n=9）で出産した子の体重は平均で 2895 ± 186g、さらに 8.9kg 以
下（n=10）の体重増加では 2762 ± 292g と 3000g を下回った。非妊娠時 BMI が 18.5 ～ 24.9 の推奨体重増加量で















　（ 出 生 体 重 が 1.0kg 減 少 す る と 血 圧 が 6.4 ～
9.4mmHg 上昇する） 
・腎臓では出生体重の低下に従い、糸球体・ネフロン













児 3160g だったものが、2010 年には男児 2980g、女






















　非妊娠時 BMI が 18.5 未満の推奨体重増加量である
9 ～ 12kg の範囲（n=9）で出産した子の体重は平均で
2895 ± 186g、 さ ら に 8.9kg 以 下（n=10） の 体 重 増
加では 2762 ± 292g と 3000g を下回った。非妊娠時
BMI が 18.5 ～ 24.9 の推奨体重増加量である 7 ～ 12kg
の範囲（n=72）で出産した子の体重は 3106 ± 423g
であった。このことから、非妊娠時 BMI が 18.5 未満の





病健康管理アプリ ( スマートした。e-SMBG) の可能性
及び使用感の調査．第 57 回日本糖尿病学会年次学術
集会、26 年 5 月 24 日、ホテル NCB( 大阪 )．
2）今井克己、大無田恵美：出生体重に影響をおよぼす
要因について．第 60 回日本栄養改善学会学術総会、
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Evaluation of antioxidant activities in non-refined grains and colored beans
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研究成果の概要
　生体内酸化ストレスは、発がん、肝炎、老化、動脈硬化症、および糖尿病など、多くの疾病の原因に関連すると考え
































































は次の方法で行った。すなわち胚乳部 0.5 g にヘキサン
15 ml を加え 30 分間撹拌し、遠心分離後（3000rpm、
15 分間）、ヘキサン層を取り除く操作を 4 回繰り返した。




（3000rpm、15 分間）、上清を回収する操作を 2 回繰り
返した。上清に 4M 塩酸を加え pH 1 に調製後、酢酸エ
チル 300ml にて抽出を行った。糠層では試料 0.2 g に
対して、 ヘキサン 10 ml、80％エタノール 10 ml、 1M





いた。分光光度計を用いて 520 nm における吸光度を
測定し、測定結果は Trolox 当量（μ mol-TE/100g）に
換算した。
③　活性酸素吸収能（ORAC 値）の測定
　ORAC は Piror らの方法を一部改変して用いた。96
穴プレートに試料抽出液を分注し、フルオレセインを添
加後、反応 0 分の蛍光強度を測定した。さらにマイク
ロプレートを 37℃、10 分間加温し、AAPH を加え、反
応を開始させ、2 分間隔で 90 分間、蛍光強度を測定した。


















Ⅱ（φ 4.6 × 250 mm、5 μ m）を使用した。移動相は
100 mM リン酸二水素ナトリウム（pH 3.1）‐ SDS（10 
mg/L）‐ EDTA・2Na（10 mg/L）‐ 10％アセトニトリ
ルを用いた。標準品として p- クマル酸、カフェ酸、フェ
ルラ酸およびシナピン酸（いずれもシグマアルドリッチ







　DPPH 法は 76 ～ 46419 μ mol Trolox 当量 / 100 g、
ORAC 法は 523 ～ 88371 μ mol Trolox 当量 / 100 g と
なった。DPPH 法では小麦の胚乳部を除く全ての試料に、
ORAC 法ではすべての試料に抗酸化活性が確認された。
総ポリフェノール含量の結果は 28 ～ 5094 mg-GAE 














に COSMOSIL 5C18-AR-Ⅱ（φ4.6×250 mm、5 m）を使用した。移動相は 100 mM 
リン酸二水素ナトリウム（pH 3.1）‐SDS（10 mg/L）‐EDTA・2Na（10 mg/L）‐10％
アセトニトリルを用いた。標準品 p-クマル酸、カフェ酸、フェルラ酸およびシナ











 DPPH 法は 76～46419 μmol Trolox 当量 / 100 g、ORAC 法は 523～88371mol Trolox
当量 / 100 g となった。DPPH 法では小麦の胚乳部を除く全ての試料に、ORAC 法ではす
べての試料に抗酸化活性が確認された。総ポリフェノール含量の結果は 28～5094 mgGAE 
/ 100 g であった。また、糠層は胚乳部と比較して約 4.3 倍高い値を示した。 
全ての結果で大麦が高い値となり、また糠層は胚乳部と比較して高い値を示す結果とな






の糠層は DPPH 法、ORAC 法、総ポリフェノール含量の
結果において、他の試料と比較して高い値を示した。
　 供 試 し た 米、 小 麦、 大 麦 の 胚 乳 部 で、DPPH 法 と
ORAC 法に高い相関が確認された（胚乳部 r ＝ 0.812、
糠層 r ＝ 0.997 、 p < 0.01）。また、総ポリフェノール
含量と DPPH 法（胚乳部 r ＝ 0.806、糠層 r ＝ 0.997 、






かった。大手亡豆の DPPH 法（107 μ mol-TE/100g）、
ORAC 法（1,412 μ mol-TE/100g）と比較すると、エリ
モ小豆では 48 倍と 13 倍、大納言小豆では 24 倍と 7 倍、







供試した米、小麦、大麦の胚乳部で、DPPH 法と ORAC 法に高い相関が確認された（胚
乳部 r＝0.812、糠層 r＝0.997 、 p < 0.01）。また、総ポリフェノール含量と DPPH 法（胚




表 1 供試穀類における DPPH、ORAC、TP および BFE 相関行列（胚乳部） 
 
DPPH ORAC TP BFE 
DPPH 1 0.812＊＊ 0.806＊＊ 0.951＊＊ 
ORAC - 1 0.822＊＊ 0.812＊＊ 
TP - - 1 0.872＊＊ 




表 2 供試穀類における DPPH、ORAC、TP および BFE 相関行列（糠層） 
 
DPPH ORAC TP BFE 
DPPH 1 0.997＊＊ 0.997＊＊ 0.462＊ 
ORAC - 1 0.995＊＊ 0.452＊ 
TP - - 1 0.509＊＊ 





豆試料では、白色豆類でラジカル消去活性が極めて低かった。大手亡豆の DPPH 法（107 
μmol-TE/100g）、ORAC 法（1,412 μmol-TE/100g）と比較すると、エリモ小豆では 48
倍と 13 倍、大納言小豆では 24 倍と 7 倍 大正金時では 24 倍と 7 倍、うずら豆では 10
倍と 5 倍と、それぞれ高い値を示した（表 3）。同様に、有色豆類で総ポリフェノール含量、
プロシアニジン量も高い値を示した。 
 
表 3 豆類中の抗酸化活性の比較（大手亡豆と比較との比較） 
 DPPH 法 ORAC 法 
エリモ小豆 48 倍 13 倍 
大納言小豆 24 倍 7 倍 
大正金時 24 倍 7 倍 
うずら豆 10 倍 5 倍 
DPPH；DPPH 法，ORAC；ORAC 法，TP；総水溶性ポリフェノール含量， 
BFE；結合型フェルラ酸含量    * p < 0.05，** p < 0.01 
DPPH；DPPH 法，ORAC；ORAC 法，TP；総水溶性ポリフェノール含量， 
BFE；結合型フェルラ酸含量    * p < 0.05，** p < 0.01 
 4 
いて、他の試料と比較して高い値を示した。 
供試した米、小麦 大麦の胚乳部で、DPPH 法と ORAC 法に高い相関が確認された（胚
乳部 r＝0.812、糠層 r＝0.997 、 p < 0.01）。また、総ポリフェノール含量と DPPH 法（胚
乳部 r＝0.806 糠層 r＝0.997 、p < 0.01）、ORAC r 0.822、糠層 r＝0.995、p < 0.01）
との間に高い相関が認められた（表 1、表 2）。とく いては、胚乳部と比較する
とより高い相関となった（表 2）。 
 
表 1 供試穀類における DPPH、ORAC、TP および BFE 相関行列（胚乳部） 
 
DPPH ORAC TP BFE 
DPPH 1 0.812＊＊ 0.806＊＊ 0.951＊＊ 
ORAC - 1 0.822＊＊ 0.812＊＊ 
TP - - 1 0.872＊＊ 




表 2 供試穀類における DPPH、ORAC、TP および BFE 相関行列（糠層） 
 
DPPH ORAC TP BFE 
DPPH 1 0.997＊＊ 0.997＊＊ 0.462＊ 
ORAC - 1 0.995＊＊ 0.452＊ 
TP - - 1 0.509＊＊ 





豆試料では、白色豆類でラジカル消去活性が極めて低かった。大手亡豆の DPPH 法（107 
μmol-TE/100g）、ORAC 法（1,412 μmol-TE/100g）と比較すると、エリモ小豆では 48
倍と 13 倍、大納言小豆では 24 倍と 7 倍、大正金時では 24 倍と 7 倍、うずら豆では 10
倍と 5 倍と、それぞれ高い値を示した（表 3）。同様に、有色豆類で総ポリフェノール含量、
プロシアニジン量も高い値を示した。 
 
表 3 豆類中の抗酸化活性の比較（大手亡豆と比較との比較） 
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エリモ小豆 48 倍 13 倍 
大納言小豆 24 倍 7 倍 
大正金時 24 倍 7 倍 
うずら豆 10 倍 5 倍 
DPPH；DPPH 法，ORAC；ORAC 法，TP；総水溶性ポリフェノール含量， 
BFE；結合型フェルラ酸含量    * p < 0.05，** p < 0.01 
DPPH；DPPH 法，ORAC；ORAC 法，TP；総水溶性ポリフェノール含量， 





















記念大会、2013 年 8 月 30 日、実践女子大学
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Studies on the biotransformation of plant- and marine biota-derived components 
containing methoxy-group in the molecule and their biological activities.
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研究成果の概要
　 植 物 由 来 の ポ リ メ ト キ シ フ ラ ボ ノ イ ド (PMF) 類 や、 海 洋 生 物 由 来 の 臭 素 化 合 物 2,2'-dimethoxy-3,3',5,5'-
tetrabromobiohenyl (diMeO-BB80) は、分子内にメトキシ (MeO) 基を持つ化合物であり、抗酸化作用、抗がん作用、抗
炎症作用、抗菌作用などを有することが知られている。これらの作用が、母化合物によるのか代謝物によるのか明らか
にするため、これらの化合物の代謝を調べた。まず、植物由来の PMF 類４種類（5,7,3',4'-TMF、7,8,3',4'-TMF、ATM、
GTM）の代謝をラット、モルモットおよびヒト肝ミクロゾーム (Ms) で調べた。さらに、ヒトチトクロム P450 (P450)
でも調べた。その結果、MeO 基の置換位置の違い、および骨格の違いにより代謝パターン（脱メチル化反応、水酸化反応）
が大きく異なること、ヒトでの代謝パターンはモルモットに似ていること、ヒト P450 のうち、CYP1A 酵素の関与が
大きいこと、イソフラボン類の GTM はフラボン類の ATM より代謝されにくいことが明らかになった。一方、海洋生
物由来の 2,2'-diMeO-BB80 のラット肝 Ms による代謝を試みたところ、一脱メチル化体 (2-OH 体 ) が主代謝物であるこ
と、また、phenobarbital (PB) 前処理 Ms により著しく増加することから、P450 のうち、CYP2B1 の関与が大きいこ





　植物由来のＰＭＦ類　（nobi le t in、tangeret in、　 












　本研究では、植物由来の PMF 類（5,7,3' ,4' -TMF、





12 種類のヒト P450 を用いて代謝を調べた。
　一方、2,2'-diMeO-BB80 については、ラット肝 Ms







　各 PMF 類はフナコシ ( 株 ) より購入した。動物酵素と
して、ラット、モルモットおよびヒト肝 Ms、さらには
ヒト P450 分子種を用いて行った。各 PMF を NADPH
生成系、動物肝 Ms およびヒト酵素とともに 37℃で 20
～ 30 分間インキュベートした。冷メタノール添加によ
り、反応を停止し、遠心分離後、上清を HPLC に付した。
なお、動物肝 Ms は、未処理および P450 誘導剤（PB、
3-methylcholanthrene (MC)、dexamethazone (DEX)）
前処理動物から、常法により調製した。また、ヒト肝
Ms およびヒト P450 は BD Gentest 社より購入した。
⑵　 海洋生物由来の臭素化合物の代謝
　2,2'-diMeO-BB80（当研究室で合成）を NADPH 生成
系、ラット肝 Ms とともに 37℃で 20 分間インキュベー
ト し た。Chloroform-methanol (2:1) 混 液 1 ml お よ び
n-hexane 3ml の添加により、反応を停止し、よく攪拌
後、有機層を分取した。これを 3 回繰り返した後、濃
縮乾固し、さらに n-hexane に溶解し、GC-ECD に付した。
　また、in vivo 代謝では 2,2'-diMeO-BB80 をラットに







　まず、4 つの MeO 基の置換位置が異なる 5,7,3',4'-
TMF および 7,8,3',4'-TMF につき、ラット、モルモッ
トおよびヒト肝 Ms による in vitro 代謝を比較した。
5,7,3',4'-TMF 代 謝 物 は、 ラ ッ ト で 11 種 類（M1、
M2、M3、M4、M5、M6、M7、M8、BM1、BM2
および BM3）、モルモットで 4 種類（M2、M5、M8、




BM3 の生成が見られた。また、ヒト P450 による代
謝 で は、12 種 類 の P450 の う ち、 特 に CYP1A1 と
CYP1A2 が M2 の生成をよく触媒した。
　7,8,3',4'-TMF の代謝物は、ラットで 10 種類（M1、
M2、M3、M4、M5、M6、M7、M8、BM2 お よ び
BM3）、モルモットで 5 種類（M2、M4、M6、M8、
BM1）であった。未処理ラット肝 Ms の主代謝物 M4
は、モルモットではほとんど生成されず、ラットの約
3% であった。LC-MS の結果、M4 は 7 位の一脱メチ
ル化 (7-OH) 体と推定された。ヒト肝 Ms による代謝
では、M6 の生成が主で、他に M3、M4 および M8
が生成された。また、ヒト P450 による代謝では、特
に、CYP1A2 が M6 の生成をよく触媒した。
②　ATM および GTM
　次に、3 つの MeO 基の置換位置は同じであるが骨
格が異なる ATM と GTM で代謝パターンを比較した
｡ ATM 代謝では、ラット、モルモットともに 10 種
類 の 代 謝 物（M1、M2、M3、M4、M5、M6、M7、
M8、BM1 および BM2）が検出された。LC-MS の結果、
M4 は、4' 位の一脱メチル化 (4'-OH) 体と推定された。
ヒト肝による代謝では、M4 の生成が主で、他に M8、
BM1 および BM2 が生成された。また、ヒト P450 に
よる代謝では、特に、CYP1A1 と CYP1A2 が M4 の生
成をよく触媒した。
　GTM 代謝では、ラットで 6 種類（M1、M2、M3、
M4、BM1 および BM2）、モルモットで 4 種類（M2、
M4、BM1、BM2）の代謝物が検出された。ラット、
モルモットともに MC 前処理 Ms により、M2 がよく





































GL0H2%%（当研究室で合成）を 1$'3+生成系、ラット肝 0Vとともに ℃で 
























モルモットで  種類（0、0、0、%0）であった。/&06 の結果、主代謝物の 0 は 



























また、ヒト P450 による代謝では、特に、CYP1A1 と
CYP1A2 が M2 の生成をよく触媒した。
　以上の結果から、今回検討した 4 種の PMF はいず
れも脱メチル化反応を主として、水酸化反応とともに







　 ま ず、2,2'-diMeO-BB80 の ラ ッ ト 肝 Ms に よ る in 
vitro 代謝を試みたところ、P450 分子種の CYP2B1 に
よって、主として一脱メチル化体 (2-OH-2'-MeO-BB80)
へと代謝されることが明らかとなった。
　次に、ラットに 2,2'-diMeO-BB80 を 10 mg/body で
経口投与し、in vivo 代謝（吸収、代謝、排泄）を調べた。
　その結果、投与後 2 日間で、投与量の約 30% (0.8 ± 0.2 
mg/g dry feces) が未変化体として糞中に検出された。
また、主代謝物の 2-OH-2'-MeO-BB80 (2-OH 体 ) は、投
与後 24 時間で最も多く排泄され、投与後 2 日間で投与




　一方､ 尿中代謝物を調べたところ､ 投与後 4 日間で
未変化体のみが検出されたが、その量は投与量の 0.02% 
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Development of an educational program for registered dietitians with a comprehensive
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- Effective use of the products of basic and epidemiological research -
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　　- 全国 85 栄養士養成校参加共同研究 -












　・実習 - 応用統計（2 年次）
　・栄養教育論実習（3 年次）










代謝系因子 ( 脂肪酸合成酵素、アポプロテイン B100)
の遺伝子発現に及ぼす影響を、real-time PCR 法にて
mRNA レベルで評価した。
　培養液中のグルコース濃度を 25 mM から 12.5 ～
















と血清 25- ハイドロキシビタミン D(25-OH-D) との関
連
　平成 17 年度に栄養科学部に入学した 18 歳の女子
学生 214 名を対象に、入学時から 1 年毎に計 4 回、
音響的骨評価値 (OSI) を測定した。血清 25-OH-D 濃
度は 18 歳と 21 歳時で測定した。骨代謝関連疾患
の病歴や服薬歴を有する者などを除外した 115 名を
最終対象者とした。追跡期間の OSI 変化の傾きによ
り、下位 1/3 の OSI loss 群 (40 名 )、上位 2/3 の OSI 
gain/stable 群 (75 名 ) に分類し検討した。
　対象者の 25-OH-D は 18 歳時 (16.3 ± 4.9 ng/ml)
に比べ 21 歳時 (24.7 ± 6.7 ng/ml) が有意に高かった。
25-OH-D が、OSI loss 群となるリスク因子となるか多
変量ロジスティック回帰分析で検討したところ、18
歳時の 25-OH-D が 16 ng/ml 未満の者は 16 ng/ml 以
上の者と比べ、オッズ比 (95% 信頼区間 ) 7.14(1.74-
29.2)（p=0.006）となり有意なリスク因子であった。
18 歳時の女子大学生の約半数で血中 25-OH-D が 16 








同研究等進めてきた。平成 25 年度に N 企業の体制が
変わったため、介入研究の継続が困難となった。そ
こで、平成 23 ～ 24 年度に実施した社員食堂を介し
た勤労者の介入研究を解析したところ、ヘルシーメ
ニューの肝機能改善効果が示唆されたため、原著論文
として発表した（Iwamoto M, et al. Lipids in Health 









査等は 7 月（夏季）、10 月（秋季）、1 月（冬季）に










回の調査では、25-OH-D 濃度を 30ng/ml 以上満たし
ている者が７月の測定で 0 名、10 月では 2 名しかお
らず、全体的にみても低値だった。7 月 ( 夏季 ) に比


















また、血中 25-OH-D 濃度についてはさらに D2、D3
を分画し測定をする予定である。
⑤栄養関連学科女性 3 世代研究 - 女子学生の月経前症候
群と食事摂取状況との関連 -
　全国の栄養関連学科 85 施設を対象とした「食習慣
と健康に関する女性 3 世代研究」( 代表者：東大・佐々
木敏教授 ) のデータを使用し、研究に参加した平成
23 および 24 年度新入学生のうち、食習慣・生活習
慣調査を実施できた 5016 名から、男子学生、無回答
者、女性ホルモン使用者、ピル使用者、月経周期の回




















　　日時：平成 26 年 3 月 5 日 ( 水 )13：00 ～ 15：30





















　　日時：平成 27 年 2 月 5 日 ( 木 )10：00 ～ 12：00





































平成 25 年度 (84%)、平成 26 年度 (88%) であった。
　今後、ヘルスチェックの食物摂取頻度調査票の結
果を理解するのに今回の実験は役に立つと思うか？






































































学 I, Ⅱ ,A,B は 98.9%、数学Ⅲは 40.4%、数学 C は
30.4% となっていた。また数学基礎のみを履修し
た学生が３名いることが分かった。次に数学Ⅲまた
は数学 C を履修した理系とその 2 科目を履修して
いない文系に分けて理解度を比較すると全ての理解
度の項目においても平均は理系の方が高いことが分






　次に感想を理系、文系と 1 回から 7 回までの内
容が「記述統計、確率分布、推定」を授業した前半
と 8 回から最後の回まででの内容が「検定」を授



























































　　平成 25 年度は、動画配信 Windows Server 2003
の Windows Media サービス 9 を使って配信して
いた。平成 26 年度は、動画配信 Windows Server 
2008R2 の IIS Media Services を利用して配信した。











対応として、PC 室からサーバの URL にアクセスし
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Biokinetics of antioxidants in plants and Its Role of Prevention of Life-Style Related 
Diseases
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研究成果の概要
　５週齢の Wistar 系雄ラットを 1 群 5 匹として、クレア CE-2 粉末に単細胞甘草粉末、細胞破壊甘草粉末を１、２、５％



































草粉末の 30 日間総摂取量は、595 ± 21g、628 ± 14g
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Basic studies on child care support based on transformation of nutrition supplemental system.
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養 補 給 系 の 輸 送 機 構 お よ び 食 物 ア レ ル ゲ ン（ β
-lactoglobulin ま た は ovalbumin） を 使 用 し た 栄
養補給系からの侵入経路に関する解析において、
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Community-based education program by use of Japanese  medicated diet to improve the 
intestinal environment in different life-stages.
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　平成 17 年 7 月に食育基本法が施行され、平成 19 年
から 20 年にかけて教育基本法、学校教育法、幼稚園教


































指摘されている。12 ～ 14 歳を対象に、二重標識水









































①本調査は、福岡県 K 中学校に在学する 1 年生の 3
クラス計 75 名（男子 30 名、女子 45 名）を対象とし、














①方法　福岡県 K 町において、メニュー集 ｢K 町ふる
さとの味：郷土食レシピ｣ を全戸（約 3000 戸）に
配布した。
②対象  2012 年 2 月福岡県 K 町住民 30 歳～ 79 歳
5162 名を対象に健康実態調査を実施。健康実態調





④解析  年代別に 30 歳代・40 歳代（234 名）と 50 歳代・










　　1）　Choose MY Plate/government 
　　2）　Dietary Guidelines for Americans.2010 

















　 表 1 に 対 象 者 の BMI(Body mass index) の 分 類 結
果を示した。中学生の健康に関する問題点は痩せ
（BMI18.5 未満）であり、1 年生の時よりも 2 年生
において数値は高くなり、2 年生男子 41.9% で女子
51.6% であった。表 2 に食育指導前後における食習
慣調査結果を示した。女子において指導前後で有意な
差が認められた項目は、「体重が気になる」であり、











































朝食を毎日食べるが 名、「間食を 日 回以上食べる」は 名








表 1 象者の BMI(Body mass index) の分類
表 2．食育指導書の評価（１回目と回目の比較）







　中学生の身体活動量は、1.70 ± 0.18 であり、3 区
分で、低い (1.45 以下 ) が 7 名 (9.3%)、ふつう (1.46-
1.84) が 55 名 (73.3%)、 高 い (1.85 以 上 ) が 13 名
(17.3%) であった。身体活動量は、日本人の食事摂取
基準におけるふつう (1.65) よりも高い傾向であった。
身長は男子 153.2 ± 8.2㎝、女子 152.5 ± 7.8㎝であっ
た。体重は男子 48.0 ± 13.9㎏、女子は 44.8 ± 8.3
㎏であった。
　朝食を毎日食べるが 61 名 (81.3%)、「間食を 1 日
1 回以上食べる」は 61 名 (81.3%) であり、「嗜好飲
料を 1 日 1 回以上飲む」は 45 名 (60.0%) であった。
夜食では、夜食をとるが 38 名 (50.7%) であった。運
動については体育の授業以外で運動しているが 58
名 (77.3%) であった。男女別にみると、男子が 28 名
(93.3%)、女子が 30 名 (66.7%) であった。また、通
学時間については、全員が自転車通学でその時間は片
























































図 ．.町のふるさとの味、郷土料理メニュー集 図 ．年代別の郷土料理メニュー集を
活用していない割合
 6 
表 ．生活習慣における郷土料理メニュー集の  表 ．健康・食育の意識における郷土料


































オッズ比 ᵗᵓᵃ信頼区間 オッズ比 ᵗᵓᵃ信頼区間
健康・食育の意識
メタボリック症候群認知 いいえᵍ はい ᵑᵌᵎᵎ ᵏᵌᵎᵗᵋᵗᵌᵕᵑ ᵏᵌᵖᵕ ᵎᵌᵕᵑᵋᵓᵌᵐᵑ
食事バランスガイド認知 いいえᵍ はい ᵏᵌᵗᵖ ᵏᵌᵏᵐᵋᵑᵌᵓᵏ ᵐᵌᵓᵗ ᵏᵌᵔᵖᵋᵒᵌᵎᵎ
町の食育事業の認知 いいえᵍ はい ᵒᵌᵐᵖ ᵐᵌᵐᵑᵋᵖᵌᵔᵕ ᵑᵌᵑᵔ ᵐᵌᵏᵑᵋᵓᵌᵑᵔ
町の食育事業の関心 いいえᵍ はい ᵑᵌᵎᵕ ᵏᵌᵓᵎᵋᵔᵌᵔᵏ ᵑᵌᵓᵒ ᵐᵌᵏᵔᵋᵓᵌᵖᵗ








3 K 土料理メニュー集 図 4 ュー集を











650kcal( 日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準 2015 年 版 の 成 人












変容 10tips( 表 5) や野菜摂取マニュアルの 10tips な
どを作成した。
　図 6 の新健康モデル食・日本型薬膳は、これまで
の図 5 に示した健康モデル食・日本型薬膳に、1)5 色
の野菜の栄養素の情報発信、2) 野菜の機能表示の情
報発信、3) 野菜摂取・買い物のための行動変容の導入、










































































































排便習慣および体質と腸内細菌叢、食生活学会誌  ( 投
稿中 )
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Epidemiological, biological and nutritional analysis of the groups of disorders caused by 
inadequate food intake.
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研究成果の概要































酒しない者に比べて、純エタノールで 1 日当たり 20 ～
30g 程度摂取する者において、子宮内膜癌の罹患リスク























(2) 福岡県内の病院において平成 26 年 2 月 1 日～ 28
日に実施された献立の栄養価を「エクセル栄養君」
および「日本食品標準成分表 2010」を用いて算出






を IL-3 と共に培養し好塩基球を増殖させた。IgE で










(2) 福岡県内の某病院では、平成 26 年 2 月 1 日～ 28
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者のプログラムの改訂を行った。報告として、平成 25 年度・26 年度アカデミックリテラシー・総合演習Ⅰの報告書
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　 東 証 株 価 指 数 TOPIX は、1989 年 12 月 18 日 に
付けた 2，884.80 をピークに 2012 年 6 月 4 日では
695.51 のボトムを記録した。テクニカル分析で見る
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　平成 25 年度は、総合演習Ⅱの受講生 18 名を対象に、
学習スタイル調査を実施した。学生は 44 の質問項目に
回答し、その結果から４分野（活動 / 内省、感覚 / 直感、




・どのタイプにも属さない学生 :1 名 
* 属さない = 各分野の 2 タイプにおいて弱い傾向
「1~3aorb」
・1 分野でしかタイプ分類できない学生 :1 名 
*「順次 / 全体」でしか特徴がなかった




活動 / 内省 ...7 名 ( 活動 3、内省 4) 
感覚 / 直感 ...10 名 ( 感覚 9、直感 1) 
視覚 / 言語 ...13 名 ( 視覚 11、言語 2) 








































   属さない 各分野の タイプにおいて弱い傾向「aDRUE」
・分野でしかタイプ分類できない学生名
   「順次全体」でしか特徴がなかった
・「視覚言語」分野で「非常に強く好む」学生名
   「非常に強く好む」は、全体でこの学生・この分野のみ
・つの各分野で傾向（特徴）が表れた学生の数
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査読無、第 15 巻、2015 年（近刊）
2）　 大 川 洋 史、Perspective index in Company X from 
2004-2013、Annals of Business Administrative 
Science、13、2014 年 5 月、343-352
3）　 大 川 洋 史、Spurious correlation between self-
determination and job satisfaction: A case of 





平成 25 年度 480,000 0 480,000
平成 26 年度 380,000 0 380,000





Development of the educational program to inspect support for improvement of the 
necessary basics scholastic ability and the effect for a nutritionist
  研究グループ代表者
   阿部　志麿子（ABE SHIMAKO)　短期大学部食物栄養学科・教授
  共同研究者
   津田　晶子（TSUDA AKIKO)　短期大学部食物栄養学科・准教授（平成 26 年度）
   古田　宗宜（FURUTA MUNENORI)　短期大学部食物栄養学科・助教
   長光　博史（NAGAMITSU HIROSHI）　短期大学部食物栄養学科・助教
  研究協力者










物・化学・数学）および 9 月の基礎学力試験（国語・数学・英語）により 1 年次生の全般的な基礎学力を把握することが
でき、また、基礎学力の不足を補完授業で充填することが可能になった｡
研究分野：栄養士養成教育









































































































































「実用栄養英語」(2 年 ) における CAN-DO リストを作






Speaking Speak about healthy eating habits of one’s own country or region (in pairs and groups）
Listening
Understand cooking shows in English / 
Understand lectures about 
food culture  of foreign countries
Reading Read simple recipes in English
Writing Write simple recipes in English / Write a food walking tour
Vocabulary
Use basic terminology about nutrit ion, 
including ingredient names












平成 25 年度 350,000 0 350,000
平成 26 年度 440,000 0 440,000





A nutritional epidemiological study in Hisayama:The Hisayama Study
  研究グループ代表者
   内田　和宏（UCHIDA  KAZUHIRO）短期大学部食物栄養学科・講師
  共同研究者
   森脇　千夏（MORIWAKI  CHINATSU）短期大学部食物栄養学科・准教授
  研究協力者
   柴田　好視（SHIBATA  KONOMI）短期大学部食物栄養学科・常勤助手（平成 25 年度）
   川原　愛弓（KAWAHARA  AYUMI）短期大学部食物栄養学科・常勤助手
   吉永　伊織（YOSHINAGA  IORI）短期大学部食物栄養学科・常勤助手（平成 26 年度）
   城田　知子（SHIROTA TOMOKO）中村学園大学・名誉教授
※単年度のみの参加者については、括弧内に参加年度を示す。
研究成果の概要
　平成 25 年度、平成 26 年度は、当初の年度計画に基づいて成人健診に参加し、食習慣調査および骨密度に関する簡
易アンケート調査を実施した。また、平成 26 年度においては、秤量記録法による世帯調査を実施した。以下に要約する。
1）　平成 25 年度の住民健診は、6 月 25 日から 8 月 7 日までの 25 日間実施された。生活習慣に関するアンケート調
査を実施し、骨密度（音響的骨評価値：OSI）の測定も担当した。
2）　平成 26 年度の住民健診は、6 月 27 日から 9 月 27 日までの 26 日間実施された。平成 25 年度同様に生活習慣に
関するアンケート調査を実施し、骨密度（OSI）の測定も担当した。







とんど飲まない」群に対し、コーヒーの摂取が「1 日 2 杯以上」群におけるオッズ比は、HDS-R および MMSE と
もに有意に低下し、認知機能低下リスクに対し予防的に働くことが示唆された。













































































　平成 25 年度の住民健診は、6 月 25 日から８月７
日までの 25 日間実施された。生活習慣に関するアン
ケート調査および骨密度（OSI）測定は、男性 1,062 名、
























40歳未満 40～79歳 80歳以上 合計
男性 19 477 566 1062
( 1.8% ) ( 44.9% ) ( 53.3% ) ( 100% )
女性 24 693 701 1418
( 1.7% ) ( 48.9% ) ( 49.4% ) ( 100% )
合計 43 1170 1267 2480
( 1.7% ) ( 47.2% ) ( 51.1% ) ( 100% )
人数（％） 
 骨粗鬆症財団の判定基準による 26,の判定した結果、精密検査の必要なもの（要精検）
と判定されるものは、男性 ％、女性 ％と女性が多かった。健診参加者で 26,の正
常者は、男性 ％、女性 ％であった（表 ）。


要精検 要指導 正常 合計
男性 47 217 798 1062
( 4.4% ) ( 20.4% ) ( 75.1% ) ( 100% )
女性 435 521 462 1418
( 30.7% ) ( 36.7% ) ( 32.6% ) ( 100% )
合計 482 738 1260 2480





 平成 年度の住民健診は、月 日から 月 日までの 日間実施された。生活習
表 1 生活習慣アンケート対象者および OSI 測定者（健診受診者） 



















40歳未満 40～79歳 80歳以上 合計
男性 19 477 566 1062
( 1.8% ) ( 44.9% ) ( 53.3% ) ( 100% )
女性 24 693 701 1418
( 1.7% ) ( 48.9% ) ( 49.4% ) ( 100% )
合計 43 1170 1267 2480
( 1.7% ) ( 47.2% ) ( 51.1% ) ( 100% )
人数（％） 
 骨粗鬆症財団の判定基準による 26,の判定した結果、精密検査の必要なもの（要精検）
と判定されるものは、男性 ％、女性 ％と女性が多かった。健診参加者で 26,の正
常者は、男性 ％、女性 ％であった（表 ）。


要精検 要指導 正常 合計
男性 47 217 798 1062
( 4.4% ) ( 20.4% ) ( 75.1% ) ( 100% )
女性 435 521 462 1418
( 30.7% ) ( 36.7% ) ( 32.6% ) ( 100% )
合計 482 738 1260 2480





 平成 年度の住民健診は、月 日から 月 日までの 日間実施された。生活習
表 1 生活習慣アンケート対象者および OSI 測定者（健診受診者） 




　平成 26 年度の住民健診は、6 月 27 日から 9 月 27
日までの 26 日間実施された。生活習慣に関するアン
ケート調査および骨密度（OSI）測定は、男性 1,114 名、




⑶　2002 年度（第 4 集団）の横断研究について
①　地域在宅高齢者の認知機能とビタミン B6、B12 お
よび葉酸摂取量との関連について
　ビタミン B6 について、MMSE との関連において、
認知機能低下に対するリスクは摂取量の最も多い者で
0.51（95 ％ CI: 0.29-0.90、Trend P=0.006） で 有 意
なリスク低下がみられた。HDS-R については、有意
な関連はみられなかった（図 1）。




























「ほとんど飲まない」群に対し、「1 日 1 杯未満」およ





40歳未満 40～79歳 80歳以上 合計
男性 23 489 602 1114
( 2.1% ) ( 43.9% ) ( 54.0% ) ( 100% )
女性 43 671 755 1469
( 2.9% ) ( 45.7% ) ( 51.4% ) ( 100% )
合計 66 1160 1357 2583
( 2.6% ) ( 44.9% ) ( 52.5% ) ( 100% )
人数（％） 







要精検 要指導 正常 合計
男性 43 197 874 1114
( 3.9% ) ( 17.7% ) ( 78.5% ) ( 100% )
女性 364 519 586 1469
( 24.8% ) ( 35.3% ) ( 39.9% ) ( 100% )
合計 407 716 1460 2583


















表 3 生活習慣アンケート対象者および OSI 測定者（健診受診者） 





40歳未満 40～79歳 80歳以上 合計
男性 23 489 602 1114
( 2.1% ) ( 43.9% ) ( 54.0% ) ( 100% )
女性 43 671 755 1469
( 2.9% ) ( 45.7% ) ( 51.4% ) ( 100% )
合計 66 1160 1357 2583
( 2.6% ) ( 44.9% ) ( 52.5% ) ( 100% )
人数（％） 







要精検 要指導 正常 合計
男性 43 197 74 114
( 3.9% ) ( 17.7% ) ( 7 .5% ) ( 00% )
女性 364 19 586 469
( 24.8% ) ( 35.3% ) ( 39.9% ) ( 100% )
合計 407 16 1460 2583


















表 3 生活習慣アンケート対象者および OSI 測定者（健診受診者） 





































0.34（95％ CI: 0.14-0.82）、0.35（95％ CI: 0.14-0.84）、




に抽出し同意の得られた 63 世帯 153 名（男性 70
名、女性 83 名）である。栄養調査は、国民健康・栄
養調査の方法に準拠し、個人別に秤量記録法で、平




昭和 40 年の 2,143kcal を 100 としてみると、平成
26 年は 1,945kcal で 91 に減少した。脂質は 37.5g
か ら 54.5g と 1.45 倍 に、 カ ル シ ウ ム は 352mg か
ら 596mg と 1.7 倍に増加していた。食塩相当量は、
18.3g から 9.3g と約 50% の減少であった。栄養比
率では、脂質エネルギー比は、15.6% から 25.1% に
増加し、炭水化物エネルギー比は 68.6% から 59.5%
に、穀類エネルギー比は 62.9% から 40.4% へと、そ
れぞれ減少していた。また食品群別摂取量について
は、 減 少 が み ら れ た 食 品 は、 米（315g → 163g）、
油 脂（12.8g → 7.1g）、 み そ（12.4g → 11.4g）、
果 実（161g → 123g）、 漬 物（41g → 12g）、 卵
（35g → 27g）であった。増加がみられた食品は、小
麦類（65g → 104g）、いも（41g → 104g）、大豆製
品（34g → 62g）、緑黄色野菜（25g → 160g）、その
他の野菜（170g → 244g）、魚介（66g → 76g）、肉
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人別に秤量記録法で、平成 年 月中の 日間実施した。調査は、管理栄養士・栄養士
が戸別に訪問し、聞き取りを行い記入内容の確認等を行った。栄養素等の計算は「日本食
品標準成分表 」を用いた。エネルギー摂取量は、昭和 年の NFDOを とし
てみると、平成 年は NFDOで に減少した。脂質は Jから Jと 倍
に、カルシウムは PJから PJと 倍に増加していた。食塩相当量は、Jから
J と約 の減少であった。栄養比率では、脂質エネルギー比は、から に





























平成 25 年度 900,000 0 900,000
平成 26 年度 900,000 0 900,000





The study on ability for the improvement of making menu in the dietician training course
  研究グループ代表者
   寺澤　洋子（TERAZAWA  YOKO）短期大学部食物栄養学科・教授
  共同研究者
   吉田　弘子（YOSIDA  HIROKO）短期大学部食物栄養学科・准教授
   安田　奈央（YASUDA  NAO）短期大学部食物栄養学科・助手















































⑴　食物栄養学科１年生（160 名）および 2 年生（160 名）
を対象に、「記録ノート」を使用前（４月）・使用後（７
月）の期間で 20 品目について重量把握テストを行っ

















た ん ぱ く 源
　（魚介類） さば、 さけ（生）、ししゃも





















































（平均）は、使用前においては 1 年生と 2 年生の差は







































































































 研究経費 機器備品 合 計
平成 年度   
平成 年度   








平成 25 年度 480,000 0 480,000
平成 26 年度 480,000 0 480,000




The Study of Dietician Training for Producing Practice  Skill and the Evolution that the 
Program of Environmental Education to the Regional Contribution
  研究グループ代表者
   松隈　紀生（MATSUKUMA  NORIO）短期大学部食物栄養学科・教授
  共同研究者
   松隈　美紀（MATSUGUMA  MIKI）短期大学部食物栄養学科・准教授
   仁後　亮介（NIGO  RYOSUKE）短期大学部食物栄養学科・助教
   伏谷　仁美（FUSHITANI  HITOMI）短期大学部食物栄養学科・助手
  研究協力者






































































教員 1 名、担当助手 2 名）が巡回し、指導に当たった。
また、中村調理製菓専門学校にて行った「特別調理実
習Ⅰ」は食物栄養学科 1 年生を対象とし、後期に週 1














果、平成 25 年度前期は 168 名、後期が 190 名の計
358 名が参加し、平成 26 年度前期は 208 名、後期
が 229 名の計 437 名が参加した。平成 24 年度の参
加者は 223 名であったが、平成 25 年度は平成 24 年


























平成 25 年度 480,000 0 480,000
平成 26 年度 350,000 0 350,000































































































量と体表面温度への影響第 回日本栄養改善学会学術総会年 月 日神
戸
 仁後亮介、西森敦子、平山隼人、松岡伴実、大和孝子、青峰正裕卵巣摘出がラット





症の関連第 回日本生理学会大会年 月 日鹿児島
 仁後亮介、西森敦子、松岡伴実、大和孝子、青峰正裕卵巣摘出によるエストロ







 研究経費 機器備品 合 計
平成 年度   
平成 年度   





   月上旬 冬野菜（大根、キャベツ、カブ、ラディッシュ、ブロッコリー）

説明： 前期 入門調理学実習（年）、応用調理学実習Ⅰ（年）
    後期 基礎調理学実習（年）、応用調理学実習Ⅱ（年）の授業の材料として使用。







A Study of First Year Education for the Career Development Division: Focusing on Study 
Skills, Student Skills, and Basic Scholastic Ability
  研究グループ代表者
   岩田　京子（IWATA  KYOKO）短期大学部キャリア開発学科・准教授
  共同研究者
   酒見　康廣（SAKEMI  YASUHIRO）短期大学部キャリア開発学科・教授
   大塚　絵里子（OTSUKA  ERIKO）短期大学部キャリア開発学科・常勤助手
  研究協力者























































































































































































































































































































































































































































































































図表 2：平成 26 年度・大学基礎演習 
回 実施日 テーマ 授業内容 
１ ４月７日 大学基礎演習の目的 科目の実施内容と評価方法など 
２ ４月 14 日 キャリア開発学科で何を学ぶか 学科の教育目標・授業の受け方 
３ ４月 21 日 資格取得の意義 各種検定試験の位置づけと資格取得 








６ ５月 19 日 コミュニケーションとマナー 学園マナーとクールビズ 
７ ５月 26 日 はがきの書き方 出身高校の先生への近況報告 
８ ６月２日 読書のすすめ 読書を自己実現の伴侶とする 
９ ６月９日 防犯教育 犯罪から身を守る知恵 
10 ６月 16 日 ゼミナールとは何か 各ゼミの内容紹介とプレゼンテーション 
11 ６月 23 日 社会で生きるための法律 弁護士による講演（法令順守と防犯意識） 




13 ７月７日 広く世界に目を向けて 海外研修ガイダンス 
14 ７月 14 日 全体でのプレゼンテーション 6月 30日の優秀班によるプレゼンテーション














 研究経費 機器備品 合 計 
平成 25 年度   420,000 0   420,000 
平成 26 年度   580,000 0   580,000 



















平成 25 年度   420,000 0   420,000
平成 26 年度   580,000 0   580,000





Study of effective management of career support courses that help learning adapted to 
the modern society
  研究グループ代表者
   岸川　公紀（KISHIKAWA  KOUKI） 短期大学部キャリア開発学科・准教授
  共同研究者
   清水　　誠（SHIMIZU  MAKOTO）短期大学部キャリア開発学科・教授（平成 25 年度）
   梶田　鈴子（KAZITA  SUZUKO）短期大学部キャリア開発学科・教授
   寺井　泰子（TERAI  YASUKO）短期大学部キャリア開発学科・助手
   有田真貴子（ARITA  MAKIKO）短期大学部キャリア開発学科・常勤助手
  研究協力者
   渡邉　公章（WATANABE  HIROAKI）　短期大学部キャリア開発学科・教授（平成 26 年度）




















































































































 表  身についけたい能力
（在校生）
項   目 順 位  項  目 順 位
マナー・礼儀   マナー・礼儀 
コミュニケーション能力   コミュニケーション能力 
 3 
人間性   一般教養 
活動力   人間性 
一般教養   活動力 
問題解決能力   ディベート能力 
資格取得   プレゼンテーション能力 
語学力   語学力 
プレゼンテーション能力   資格取得 
ディベート能力   問題解決力 
ＯＡ、ＩＴの技術   専門的知識 
















































図 1 採用時の資格の重視度（企業） 






























図 1 採用時の資格の重視度（企業） 
図 2 資格取得の学習の意義（卒業生） 




 簿記検定（日商）   026（0LFURVRIW2IILFH6SHFLDOLVW）
 026（0LFURVRIW2IILFH6SHFLDOLVW）  簿記検定（日商）
 ([FHOⓇ表計算処理技能認定試験   ([FHOⓇ表計算処理技能認定試験
 実用マナー検定   実用マナー検定
 :RUG文書処理技能認定試験   :RUG文書処理技能認定試験
表  将来必要だと思える資格（卒業生）  表  取得した資格（在校生）
順位 検 定 名  順位 検 定 名
 簿記検定（日商）   秘書技能検定
 秘書技能検定   簿記検定（日商）
 日商 3&検定試験   日商 3&検定試験
 ([FHOⓇ表計算処理技能認定試験   72(,&Ⓡテスト



































































平成 25 年度 　520,000 0 　520,000
平成 26 年度 　480,000 0 　480,000





A Study of an Internship Program and the Network Formation of Graduates: Effectiveness 
of Internships at Graduates’Workplaces
  研究グループ代表者
   手嶋　康則（TESHIMA  YASUNORI）短期大学部キャリア開発学科・准教授
  共同研究者
   藤島　淑恵（FUJISHIMA  TOSHIE）短期大学部キャリア開発学科・講師
  研究協力者
   梶田　鈴子（KAJITA  SUZUKO）短期大学部キャリア開発学科・教授
   大久保実咲（OKUBO  MISAKI）短期大学部キャリア開発学科・非常勤助手
研究成果の概要


















































































名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名
平成 年度
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名






（平成 25 年 10 月～平成 26 年 5 月）
②　インターンシップ・ガイドブックの改訂作業（平






















①平成 年～年の 年間に新規受入先企業を 社開拓でき、インターンシップ必修
化の基盤を構築できた。表１、表２参照
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           表３ 卒業生のネットワーク登録人数
 平成 年度 平成 年度
実習生数 受入先企業数 実習生数 受入先企業数
夏季 名 社 名 社
春季 名 社 名 社
平成 年度
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
③　インターンシップに関する学生のアンケート調査
（企業実習の前後に 2 回、年 2 回実施）
４．研究成果
⑴　インターンシップ受入先企業の実績






































要、第 46 号、117‐130、2014、査読有 
 
〔その他〕 




 研究経費 機器備品 合 計 
平成 25 年度  550,000 0  550,000 
平成 26 年度  450,000 0  450,000 
合 計 1,000,000 0 1,000,000 
 
平成 25 年度 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
87 名 12 名 12 名 2 名 6 名 4 名 9名 0名 0名 2名 1 名 3 名
平成 26 年度 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 


















































平成 25 年度 　550,000 0 　550,000
平成 26 年度 　450,000 0 　450,000





平成 25 年度（夏季･春季） 
㈱ジャパロジ 岩田産業㈱ 福岡中央銀行 ㈱デリズ 
㈱システムクレオ ㈱コミプラ ㈱ディーノシステム 西鉄旅行㈱ 
㈱ジョーキュウ 栄光時計㈱ ㈱西鉄シティホテル 日伸産業㈱ 
セイワパーク㈱ エンドライン㈱ 日旅サービス㈱ 日本電通㈱ 
㈱ミニミニ九州 メディア総研㈱ ㈱美山 三共電気㈱ 
㈱Vim TOTO㈱ フカヤ㈱ ㈱北洋建設 
ホシザキ北九㈱ ㈱JIN 建築設計 中村学園事業部 中村学園大学 




NPO ｱｼﾞｱ太平洋こども会議 ｲﾝ福岡 社会福祉法人 福岡福祉会（油山福祉の里） 
NPO 法人九州プロレス ㈱ホテルオークラ福岡 
子ども NPO センター福岡 ㈱アビリティ・キュー 
(有)ラン・クリエイション ㈱サンエー・インターナショナル 
㈱SMILE PRESENTS 山川正洋税理士事務所 
ジブラルタ生命保険㈱ ㈱メディカルアソシア 
春日まちづくり支援センター ぶどうの庭 エターナルライフ(有) あ・うんの家 
学校法人大村文化学園 福岡大村美容ファッション専門学校 
パナソニックコンシューマーマーケティング㈱ 
平成 26 年度（夏季・春季） 
岩田産業㈱ 栄光時計㈱ エンドライン㈱ ㈱オンワード樫山 
㈱コミプラ ㈱ジャパロジ ㈱ジョーキュウ ㈱JIN 建築設計 
セイワパーク㈱ 総合メディカル㈱ ㈱フカヤ リコージャパン㈱ 
㈱ディーノシステム 三共電気㈱ ㈱サン・ライフ TOTO㈱ 
㈱西鉄プラザ ダイワ化成㈱ ㈱千鳥饅頭総本舗 ㈱デリズ 
㈱東京スタイル ㈱ニシカワ ㈱西鉄シティホテル 西鉄旅行㈱ 
日伸産業㈱ 日旅サービス㈱ 日本電通㈱ 福岡中央銀行 




川上税理士事務所 NPO 法人九州プロレス 
子ども NPO センター福岡 社会福祉法人 福岡福祉会（油山福祉の里） 
㈱サンエー・ビーディー ㈱ホテルオークラ福岡 
㈱SMILE PRESENTS SMBC 日興証券株式会社 
山川正洋税理士事務所 福岡県立玄洋高等学校 








A Developmental Study of Competence Building Skills in the Reflective Narratives of 
Childcare Teachers:
Focusing on the Actuality of Practice Documentation and Cultivating Conferences.
  研究グループ代表者
   那須　信樹（NASU NOBUKI）短期大学部幼児保育学科・教授
  共同研究者
   増田　　隆（MASUDA TAKASHI）短期大学部幼児保育学科・教授
   川俣　沙織（KAWAMATA SAORI）短期大学部幼児保育学科・講師
   中村　宏子（NAKAMURA HIROKO）短期大学部幼児保育学科・講師
   石黒万里子（ISHIGURO MARIKO）東京成徳大学・准教授
   野上　俊一（NOGAMI SHYUNICHI）教育学部・講師
   吉川　寿美（KIKKAWA KAZUMI）教育学部・助教
  研究協力者
   志水　陽子（SHIMIZU YOUKO）中村学園大学付属あさひ幼稚園・主任教諭
   二分　裕美（NIBUN HIROMI）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   中村　麻衣（NAKAMURA MAI）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   丸山　由美（MARUYAMA YUMI）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   古賀　千里（KOGA CHISATO）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   福嶋　理恵（FUKUSHIMA RIE）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   久保　綾香（KUBO AYAKA）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   荒木　恵美（ARAKI EMI）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   坂本真由美（SAKAMOTO MAYUMI）教育学部・准教授（平成 25 年度）























































































































































平成 24 年度 500,000 0 500,000
平成 25 年度 380,000 0 380,000




学 習 履 歴 の 効 果 的 活 用
Effective utilization of learning history
  研究グループ代表者
   松尾　智則（MATSUO  TOMONORI）短期大学部幼児保育学科・ 教授
  共同研究者
   笠井キミ子（KASAI  KIMIKO）短期大学部幼児保育学科・ 教授
   圓入　智仁（ENNYU  TOMOHITO）短期大学部幼児保育学科・准教授
   小川　和子（OGAWA  KAZUKO）短期大学部幼児保育学科・准教授
   向坂　幸雄（SAKISAKA  HAYAO）短期大学部幼児保育学科・講師
   橋本　弘治（HASHIMOTO  KOUJI）短期大学部幼児保育学科・講師
   松園　聡美（MATSUZONO  SATOMI）短期大学部幼児保育学科・助教
   久原　広幸（KUBARA  HIROYUKI）短期大学部幼児保育学科・助手
   門田理代子（KADOTA  RIYOKO）短期大学部幼児保育学科・常勤助手（平成 24 年度は研究協力者）
  研究協力者
   相浦　眞一（AIURA  SHINICHI）短期大学部幼児保育学科・教授
   森　　康博（MORI  YASUHIRO）短期大学部幼児保育学科・教授（平成 24 年度のみ）
   増田　　隆（MASUDA  TAKASHI）短期大学部幼児保育学科・教授
   山﨑　　篤（YAMASAKI  ATSUSHI）短期大学部幼児保育学科・准教授
   川俣　沙織（KAWAMATA  SAORI）短期大学部幼児保育学科・講師
   橋本　一雄（HASHIMOTO  KAZUO）短期大学部幼児保育学科・講師（平成 25 年度のみ）















































































布して活動の活性化を促している。(4 月、5 月、6 月、


















いてレポート作成し、24 年度分については 5 月の
日本保育学会第 66 回大会で発表した。
⑵　平成 25 年度 
①　ポートフォリオ、省察に関する研究者の力量の向























究紀要　第４号　2013  PP33-39 査読あり




③　入学前教育の取り組みと成果 ( 専門分野編 )2012
松尾智則  笠井キミ子  小川和子  古賀和博  山崎篤　
向坂幸雄  中村学園大学・中村学園大学短期大学部研
究紀要 46 2014  PP221-229　査読無し
〔学会発表〕（計 2 件）
①　入学前教育の取り組みと学生の意識 　松尾　智則 
日本保育学会第 66 回大会 2013 年 5 月 12 日 於中村
学園大学
②　入学前教育の取り組みと学生の意識 2013 　松尾智





平成 24 年度 660,000 0 660,000




教 養 教 育 セ ン タ ー
身体名を用いた慣用表現の日英比較辞典の作成
身体名を用いた慣用表現の日英比較辞典の作成
Making a Japanese-English Dictionary of Idioms Related to the Body
  研究グループ代表者
   山根　一文（YAMANE  KAZUFUMI）栄養科学部・教授
  共同研究者
   木原　美樹子（KIHARA  MINAKO）教育学部・准教授
   池田　祐子（IKEDA  YUUKO）流通科学部・講師














ている」は「one’s eyes are fixed」、「眉をつりあげる」
は「raise one’s brows」、「顔を潰す」は「lose face」、




が外れるほど笑う」は「laugh one’s head off」、「額を
集める」は「put one’s heads together」、「腰を抜かす」













































reach [come to] the limit [upper limit] ; hit [reach] the 
ceiling [the peak]
1）　日本の株価は頭打ちになっている。
　Japanese stock prices have reached the limit.
2）　プロ野球の観客動員数は近年頭打ちになってし
まった。
　The number of people watching professional 
baseball has hit the ceiling in recent years.
3）　経済不況で車の国内需要は頭打ちだ。
　The domestic demand for cars has reached the 
peak because of the economic recession.
□　頭が上がらない
feel a great sense of obligation; have a sense of 
obligation; owe someone a great deal; cannot look 
someone (straight) in the eye.
1）　昔世話になったので叔父には頭が上がらない。
 ・My uncle did a lot for me when I was young and 
I feel a great sense of obligation to him. 
・I have a sense of obligation to my uncle for all 
the help he gave me when I was young. 
2）　あの人には今でも頭が上がらない。
・I still have a sense of obligation to that person. 
・I still owe that person a great deal.
3）　彼には恩義があるので頭が上がらない。
I feel so indebted to him that I can’t look him 
straight in the eye.
1）　彼は相変わらずその研究に没頭している。
　　He still devotes himself to his research.
2）　彼女は父から譲られた資産で研究に没頭するこ
とができた。
She was able to devote herself to her research with 
money she inherited from her father.
3）　われわれはその施設の建設に没頭した。
We were devoted to the establishment of that 
facility.
4）　彼はなりふり構わず研究に没頭した。
He was absorbed in his research without paying 





□　奥歯に物が挟 ( はさ ) まる




　　She always beats about the bush.
2）　奥歯に物が挟まったような言い方をしないで、
率直に言って下さい。
Please stop beating around the bush and speak 
frankly.
3）　彼の奥歯に物が挟まったような言い方が嫌いだ。
I don’t like the way he talks as if he were hiding 
something.
□　歯が浮く
set one’s teeth on edge; be nauseating　
1）　ガラスのきしる音を聞くと歯が浮く。
The sound of scraping on glass sets my teeth on 
edge.
2）　彼女はいつも歯が浮くようなお世辞を言う。
Her flattery always seems to set my teeth on edge.
3）　彼女は歯が浮くようなお世辞を言わないように
して欲しい。






《気が重い》drag one’s feet; be reluctant to: 《疲労で》
one’s legs feel heavy
1）　社長はその新しい計画をいざ実行する段になっ
て足が重くなっている。
The new president is dragging his feet when it 
comes to carrying out the much-publicized plan.
2）　毎週月曜日は学校へ行く足が重い。
I am reluctant to go to school every Monday.
3）　今日はずいぶん歩いたので、階段を上るとき足
が重い。
I really walked a lot today, and when I go upstairs 
― 104 ―
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my legs feel heavy.
□　足が地につく
have one’s feet on the ground; down-to-earth; have 
a well-founded point of view
1）　あの青年は足が地についている。
That young man has his feet on the ground.
2）　もっと足が地についた議論をすべきだった。
We should have discussed it in a more down-to-
earth way.
3）　彼女はまだ若いが足が地についている。







turn on one’s heels; turn [go] back; retrace one’s 
steps
1）　雨が降りだしたので、踵を返して家に帰った。




As he heard his parents arguing in the living room, 
he turned back from the door.
3）　住人が起きていたので、泥棒は音を立てずに踵
を返した。
Because the residents had stayed awake, the robber 









平成 24 年度   470,000 0   470,000
平成 25 年度   900,000 0   900,000
合　計 1,370,000 0 1,370,000
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